
                     東北ボランティア 5 年間の報告  

                                         愛知県鍼灸師会会員 

鍼灸・AOI 院長     石川 佳子 

皆さんは愛知ボランティアセンターをご存知でしょうか？  http://aichiborasen.org/ 

東日本大震災の直後からニーズに即した支援活動を続け、現在は宮城県の石巻郊外、牡鹿半島に位置

する、十八成浜（くぐなりはま）の支援活動をしています。阪神淡路大震災の時から、実績を積んでいる団

体です。十八成浜地域の復興プロジェクトにも参画しています。詳しくは、上記のＵＲＬをご覧ください。 

 

  私は震災後１年が経過した２０１２年５月に初めてこのボランティアに参加することができました。最初、

石巻を訪れた時には海岸に近いところには打ち上げられた船などが残っており、心がとても痛みましたが、

震災から６年５カ月が経過した現在は、石巻市内に限って言えばほとんど普通の街と変わらない状況にな

っています。そして、世の中の人々からは震災の大変な状況が忘れ去られようとしています。 

でも、震災の現地では復興がなかなか進まず、皆さんには心の癒しが必要です。 

現地では私たちの応援を待っています。 

 

私は２０１２年からこれまでに十八成浜（くぐなりはま）の応援活動に毎年 4～5 回参加して鍼灸ボランティア

を行っています。当初は現地のコミセンまたは仮設住宅に併設する集会場での鍼灸治療および周辺地域

の個人宅への往診でした。現在は高台に被災者復興住宅ができましたので、最近は希望される個人宅に

往診して回っています。 

 

 愛知ボラセンの活動は最初の頃は大型バスで４０名程の人達が、いくつかの班に分かれて活動していま

したが、参加者が減るに従って、マイクロバスをレンタルしての活動となりました。それらの方法が法的に適

切ではないという判断をされたため、現在はある旅行社を通して募集されることになり、参加費が随分高く

なりました。そのため、ますます参加者が減少し、定期的にバスを出せない状況です。 

でも、現地では「希望の花」であるアーモンド苑ができ、草刈や鹿対策など人手が必要ですし、現地の

方々は、いろいろな症状を抱えた方がおいでになり、鍼灸治療を楽しみにされている方々も沢山いらっしゃ

います。 

そこで、昨年の３月からは愛知ボラセンで活動を続けてきた有志６～１０名が、レンタカーを利用して、自分

たちで運転を交代しながら、12 時間かけて現地に向かっています。私も交代運転手として運転もします。 

現地での鍼灸治療活動は、一般社団法人 愛知県鍼灸師会の会員の先生方にもご協力いただいており、

皆様のご協力に心より感謝申し上げますとともに、今後ともどうぞよろしくお願い致します。 

現地の様子の変化と、これまでにご協力いただいた先生方の写真を添付致します。 



 

現地の様子   ～ 時の流れとともに ～ 

 

 

2011 年 3 月 震災直後の石巻市内    2012 年 5 月 石巻郊外門脇地区  

 

 

                  

2012 年 5 月 石巻郊外がれきの山            2013 年 9 月 門脇地区のメモリアル看板  

 

 

2015 年 7 月 門脇地区住宅地の盛り土の様子    2017 年 6 月  日和山から海岸線を展望 



 

2017 年 6 月 十八成浜アーモンド苑             2017 年 6 月  高台の復興住宅 

 

 

これまでに参加してくださった鍼灸の先生方 

 

       

2013 年 7 月 坂光 信夫先生                 2013 年 9 月 長谷川栄一先生参加  

 

 

         

2013 年 11 月 山田 憲治先生                   2013 年 11 月 石川 佳子  



 

2014 年 3 月 西 いずみ先生         2014 年 12 月 光川千鶴子先生（左端）  

 

 

       

2015 年 7 月 三尾真司先生  

 


